
演者
久留米大学医学部 泌尿器科学講座
筑後市立病院 泌尿器科

科長　黒瀬 浩文 先生
　夜間頻尿は下部尿路症状の中で発現頻度が高い症状の一つであり、
60歳以上の有症状率は非常に高いことが報告されている。またその夜間
頻尿の原因の多くが夜間多尿であることが様々な研究から示唆されている。
　男性の夜間多尿に伴う夜間頻尿に対して低用量デスモプレシンが使用可能となり、用量
依存性の有用性が報告されているが、低ナトリウム血症等の副作用の報告もあり、年齢など
を考慮し初期投与量を25㎍としている症例も少なくない。
　本講演では、高齢男性に対するデスモプレシン初期投与量50㎍の有効性と安全性を中心
に夜間頻尿・夜間多尿の治療戦略について考えてみたい。

高齢者の夜間頻尿・夜間多尿の治療戦略を考える
～デスモプレシン50㎍をいかに使いこなすか～

座長
旭川医科大学 腎泌尿器外科学講座

准教授　橘田 岳也 先生

共 催 ：

2022年

11月22日（火）
19：00～19：45
（質疑応答を含む）

質疑
クロストーク 橘田 岳也 先生 × 黒瀬 浩文 先生

Ask the Expert Webinar
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